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東環協ニュース 

 
★  第 41 回通常総会報告 

  ・第 41 回通常総会議事録 

  ・総会資料 

 

★  第 41 回通常総会後の懇親会報告 
 

★  平成 30 年度 新任者教育セミナー報告 
 

★  新役員の挨拶 
 

★  役員の役割分担 
 

★  関係機関・団体の動き 

  ・首都圏環境計量協議会連絡会 

  ・(一社)神奈川県環境計量協議会 

  ・(一社)埼玉県環境計量協議会 

  ・千葉県環境計量協会 

  ・(一社)日本環境測定分析協会 

 

★  東環協からのお知らせ 

・平成 30 年度第１回親睦ゴルフ大会報告 

・平成 30 年度これからの主要行事予定 

・事務局からのお知らせ 
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 平成 30 年 5 月 8 日(火)、第 41 回通常総会がアルカディア市ヶ谷 4階「鳳凰」で開催されまし

た。正会員 24 社のご出席をいただき、26 社の委任状と合わせ定数を充足していることから、   

定刻の 16 時 30 分、竹田副会長が総会の成立を宣言しました。会則第 22 条に従い、議長には   

佐藤会長が選出され、五十嵐副会長により昨年度の事業報告並びに収支決算報告、今年度の事業

計画･予算案の説明が行われました。今年は役員の改選期ですので第 5 号議案で次期役員の承認

が行われました。総会における各議案の審議は滞りなく進行し、17 時 20 分に無事終了いたしま

した。詳細は議事録及び総会資料をご覧ください。 

 

佐藤会長の挨拶 

 

只今、ご紹介に預かりました会長の佐藤です。総会の開催にあた

りまして、一言ご挨拶を申し上げます。本日はご多用の中、本総会

に多数ご出席いただき誠に有難うございます。ご来賓といたしまし

て一般社団法人日本環境測定分析協会から松村徹会長、津上昌平関

東支部長に、それぞれご列席いただき誠に有難うございます。 

＜佐藤会長挨拶＞   （中略 ※挨拶の詳細は総会資料をご覧ください。） 

これより第 41 回の通常総会におきまして、平成 29 年度の事業報告と収支決算報告、及び   

平成 30 年度の事業計画案と収支予算案、並びに今年度は役員改選期にあたりますので役員改選

についてご審議をいただきますが、皆様の活発なご意見、ご討議をお願いしたいと思います。 

簡単ですが、会長のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜通常総会風景＞           ＜説明を行う五十嵐副会長＞ 
 

第 41 回通常総会報告 
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東京都環境計量協議会 

平成３０年度（第４１回）通常総会 
議  事  録 

 
日    時  ：  平成３０年５月８日（火）   １６：３０～１７：２０ 
場    所  ：  アルカディア市ヶ谷 ４階「鳳凰の間」（東京都千代田区九段北４－２

－２５） 
出 席 者  ：  ５０ 社（うち委任状 ２６ 社） 
竹田副会長が１６時３０分、正会員総数６５社中５０社の出席があり、会則第１９条

により総会が成立することを宣言した。 

総会を開催するに当たり、最初に佐藤会長が挨拶を行った。 

会則第２２条に従い、会長が議長となったが、議事に入る前に会長は議事録署名人と

して、(株) 日新環境調査センターの小島邦夫氏と(株) 日本シーシーエルの濱砂眞澄氏

を指名し、両氏はこれを承諾した。 

 

議    事 

１．第１号議案「平成２９年度事業報告承認の件」及び第２号議案「平成２９年度収支

決算報告承認の件」について 

五十嵐副会長が、配布された総会資料に基づき両議案内容を説明した。引き続き、

鈴木監事が、平成２９年度決算書について詳細に監査した結果、収支状況を正しく

示していると報告した。第１号議案及び第２号議案について一括審議した結果、異

議なく承認された。 

２．第３号議案「平成３０年度事業計画（案）審議の件」及び第４号議案「平成３０年

度収支予算（案）審議の件」について 

五十嵐副会長が、配布された総会資料に基づき両議案内容を説明した後、第３号

議案及び第４号議案について一括審議した結果、異議なく承認された。 

３．第５号議案「新役員承認の件」について 
本年度は役員改選の年に当たるため、五十嵐副会長より立候補者名簿に関する説

明があった。その後、第５号議案について審議した結果、異議無く承認された。 
 

以上で第４１回通常総会の議事が終了し、１７時２０分、竹田副会長の閉会の言葉

で閉会した。 

以上 
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平 成 ３ ０ 年 度 

 

 

第 ４ １ 回 

 

総   会   資   料 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年５月８日（火） 
 

東 京 都 環 境 計 量 協 議 会 
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総 会 次 第 

 

１． 日 時 平成３０年５月８日（火） 

午後４時３０分 

 

２． 場 所  アルカディア市ヶ谷 ４階「鳳凰」 

 

３． 総 会 の 成 立 と 開 会 宣 言 

 

４． 会 長 挨 拶 

 

５． 議 長 選 出 

 

６． 議事録署名人の選出       

 

７． 議 案 

      

第 １ 号 議 案  平成２９年度 事業報告承認の件 

      

第 ２ 号 議 案  平成２９年度 収支決算報告承認の件 

      

     監査結果報告 

      

第 ３ 号 議 案  平成３０年度 事業計画（案）審議の件 

      

第 ４ 号 議 案  平成３０年度 収支予算（案）審議の件 

 

   第 ５ 号 議 案   新役員承認の件 

 

８．  閉 会 の 言 葉 
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はじめに 

平成２９年度は、経済産業省が所管する検査・分析業の一端を担っている当協議会

としても衝撃的なニュースが続いた年度となりました。具体的には、大手製鉄所の品質

関連データの改ざんや大手自動車メーカーにおいて無資格者による完成車検査が長年

に渡り行われていた実態が明らかになりました。こうした製品の品質に直結する不祥事

は、これまで各業界の先人達が築いて来た日本製品ブランドの信頼性を著しく失墜させ

る出来事であり、日頃より「真理の探究」に務める我々にとりましては、残念なニュー

スでありました。その一方で、文化・スポーツ界においては、嬉しくまた頼もしいニュ

ースが続きました。まずは、最年少の中学生プロ棋士藤井聡太四段（現六段）がデビュ

ー以来公式戦２９連勝の新記録を６月に樹立したのを始め、９月に開催された日本学生

対抗陸上選手権男子１００メートル決勝において、桐生祥秀選手が日本人で初めて１０

秒の壁を破り９秒９８の日本新記録を樹立しました。さらに、２月～３月に開催された

平昌オリンピック・パラリンピック冬季大会では、男子フィギュアスケートの羽生結弦

選手が２連覇となる金メダルを獲得したのを始め、村岡桃佳選手は５個のメダルを獲得

するなど多くの若手選手が大活躍し、平成のゆとり教育世代の良い面が実感された年度

となりました。 

そのような中、当協議会も創立４０周年の節目を迎え６月１日に霞が関ビル東海大

学校友会館において、通常総会後、記念式典を盛大に開催する事ができました。また、

今年の３月には記念誌「４０年のあゆみ」を発行することもできました。これも偏に、

会員皆様、歴代会長、歴代役員の皆様を始め、東京都環境局ならびに生活文化局計量検

定所、（一社）日本環境測定分析協会、各県単協議会や関係諸団体の皆様のご指導・ご

鞭撻の賜物と感謝しております。当役員会と致しましては、引き続き「測定･分析デー

タの信頼性及び品質向上」、「分析技術者の技術向上」をスロ－ガンとして、業界の更な

る発展に寄与すべく、会員企業同士、あるいは会員企業と協賛企業とが相互に交流でき

る種々の事業活動を継続的に努めて参ります。 

 

－ 5－
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[第１号議案] 

 

 平成２９年度事業報告  

 

平成３０年３月３１日現在の会員数及び役員は次の通りです。 

* 会員数 

正 会 員  ６５社（入会１社、退会３社、賛助会員へ種別変更１社） 

賛助会員  ２０社（退会１社、正会員からの種別変更１社） 

合 計  ８５社 

* 役員 

会長 １ 名、副会長 ２ 名、理事 ６ 名、監事 ２ 名、顧問 １ 名 

 

１．会議の開催 

（１）総会 

平成２９年度（第４０回）通常総会 

日 時：平成 29 年 6月 1日(木) 14:30～15:20 

場 所：東海大学校友会館「望星の間」 

出席者：50 社（うち委任状 27 社） 

 

（２）理事会 

協議会運営のため、全役員による理事会を開催しました。 

理事会：５回開催 

（平成 29 年 6 月 1 日、7月 10 日、10 月 6 日、12 月 8 日、平成 30 年 3 月 16 日） 

 

（３）委員会会議 

技術、業務、広報の３委員会について、担当理事及び委員による会議を必要に応

じて開催しました。 

 

２．事業活動 

当協議会の目的を達成するため、セミナー、発表会、研修会などの各種事業を企

画、開催しました。 

（１）創立４０周年記念式典･祝賀会 

① 創立４０周年記念式典 

日 時：平成 29 年 6 月 1日(木) 15:30～ 

場 所：東海大学校友会館「阿蘇の間」 

出席者：会員２５社･４８名 

佐藤会長の挨拶に続き、来賓の方々よりご祝辞をいただきました。また、功

労者表彰では、前会長の鈴木様が特別功労者、副会長を務められた日山様と百

瀬様、理事を長年務められた川東様が功労者として表彰を受けられました。 

記念講演では、東京都環境局環境改善部の茂木課長代理から「東京都土壌汚

染対策アドバイザー制度」についてご講演をいただきました。 

② 創立４０周年祝賀会 

日 時：平成 29 年 6 月 1日(木) 17:00～ 

場 所：東海大学校友会館「望星の間」 

出席者：会員２８社･５５名 

－ 6－
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佐藤会長の挨拶に続き、日環協 関口副会長による乾杯のご発声により祝賀

会が始まりました。途中、特別功労者表彰、功労者表彰を受彰された皆様に対

する記念品贈呈、受彰者挨拶がありました。アトラクションでは、鏡味味千代

さんの「太神楽」が行われ、皆様の喝采を受けていました。 

 

（２）新任者教育セミナー 

第 10 回 新任者教育セミナーを(一社)日本環境測定分析協会 関東支部と共同開

催しました。なお、今年度も千葉県環境計量協会、(一社)埼玉県環境計量協議会、

(一社)神奈川県環境計量協議会の４県単が合同で実施し、ほぼ満席の７４名の方々

にご参加いただきました。 

日 時：平成 29 年 6 月 21 日（水） 10:00～17:30 

場 所：(一社)日本環境測定分析協会 ２Ｆ研修室 

参加者：７４名（東環協:１３、千環協:１８、埼環協:１７、神環協:２６） 

講義１（10:45～12:00） 

（テーマ）労働安全衛生について 

（講 師）セフティレビュー   大山 喜彦 氏 

（概 要）労働災害、メンタルヘルス対策、リスクアセスメントについての講義

に加え、労働安全衛生マネジメントシステム、ヒヤリ・ハット運動や

KYT(危険予知訓練)による事故･災害防止、作業リスクの考え方につい

ても説明がありました。受講者からは、災害がおきる３要因の話が役

に立った、との感想が聞かれました。 

講義２（13:00～14:30） 

（テーマ）環境計量の仕事とは 

（講 師）(一社)日本環境測定分析協会  関東支部長 津上 昌平 氏 

（概 要）環境基本法を始めとした環境関連法規や、ISO、生物多様性、地球温

暖化、オゾン層破壊といった国際的な取り決めについての講義があり

ました。また、環境計量士を始めとした資格についての説明もありま

した。受講者からは、多くの資格について教えていただき今後どのよ

うな資格を取ればいいのか良く解った、との感想が聞かれました。 

講義３（14:45～16:15） 

（テーマ）精度良い測定のために 

（講 師）村井技術士事務所   所長 村井 幸男 氏 

（概 要）サンプリングの際の目的の明確化、適切なサンプリング計画の必要性

についてお話がありました。また、目的に合った分析法の選択と共に、

精度管理の重要性についての講義がありました。受講者からは、ピペ

ットの残液処理の仕方など身近なことが多くとても勉強になった、と

の感想が聞かれました。 

修了証授与式・名刺交換会（16:15～17:30） 

講義終了後、東環協、千環協、埼環協、神環協にそれぞれ分かれて、

修了証の授与式が行われました。名刺交換会では、参加者同士が互い

に活発なディスカッションを行いました。 

 

（３）環境測定技術事例発表会 

事例発表では、東環協から３題、大環協、埼環協、千環協より各１題、計６題の

発表がありました。また、東京都計量検定所 検査課 尾形課長代理と(公財)東京都

環境公社 東京都環境科学研究所 環境リスク研究科 下間科長には、それぞれ特別

－ 7－
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講演をしていただきました。 

日 時：平成 29 年 11 月 14 日(火) 10:00～17:20 

場 所：アルカディア市ヶ谷「鳳凰」 

参加者：会員２１社･５４名 

特別講演１ 

（テーマ）計量証明検査及び立入検査について 

（講 師）東京都計量検定所 検査課 課長代理 尾形 一也 氏 

（概 要）計量検定所の担当業務の中から「特定計量器の計量証明検査における

注意事項」や「立入検査における留意事項」について、近年の事例を

交えてご紹介いただきました。 

特別講演２ 

（テーマ）環境科学研究所の化学物質に関する主な調査･研究の紹介 

（講 師）(公財)東京都環境公社 東京環境科学研究所 

環境リスク研究科長 下間 志正 氏 

（概 要）環境科学研究所の沿革に始まり、研究所が現在取り組んでいる   

調査･研究についての詳細な説明がありました。また、「公開研究発表

会」についてのご案内もしていただきました。 

事例発表 ① 

（テーマ）河川水試料を対象とした直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩(LAS)の

サロゲート分析法の開発 

（発表者）株式会社環境管理センター  今井 志保 

事例発表 ② 

（テーマ）土壌の全量分解における評価事例 

（発表者）株式会社分析センター  清水 智夫 

事例発表 ③ 

（テーマ）生物応答を用いた排水の評価・管理手法(日本版 WET)と事業場排水へ

の適用事例 

（発表者）いであ株式会社  澤井 淳 

事例発表 ④ <大環協･交流発表> 

（テーマ）共同住宅における給水設備音の測定と対策工事の事例 

（発表者）一般財団法人日本建築総合試験所  村上 剛士 

事例発表 ⑤ <埼環協･交流発表> 

（テーマ）環境技術実証事業(ETV 事業)の概要と有機性排水処理技術の評価方法

と課題について 

（発表者）一般社団法人埼玉県環境検査研究協会  岸田 直裕 

事例発表 ⑥ <千環協･交流発表> 

（テーマ）細菌群集解析を用いた環境影響調査 

（発表者）中外テクノス株式会社  髙橋 唯 

 

（４）技術研修会 

本年度の技術研修会は、「水俣病の時代から水俣条約に至るまで」というテーマで

(一社)日本環境測定分析協会 菅原技術部長からご講演いただきました。 

日 時：平成 30 年 1 月 19 日（金） 15:30～16:40 

場 所：アルカディア市ヶ谷「飛鳥」 

－ 8－
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参加者：会員２５社･３７名 

（テーマ）水俣病の時代から水俣条約に至るまで 

（講 師）一般社団法人 日本環境測定分析協会  技術部長 菅原 昇 氏 

（概 要）日本におけるこれまでの公害の歴史について遡り 1911 年からの各種

環境問題について世界の諸情勢とも合わせてご説明いただきました。

日本の 4 大公害病であるイタイイタイ病、水俣病、第二水俣病、四日

市ぜんそくについて、各年代の状況、国内の諸政策等の動き、国際動

向とも合わせて解説され、特に水俣病についてはその原因物質の把握

の難しさ等について触れ、食物連鎖と生体濃縮のメカニズムとの関連

をも含めて解説され非常に参考になりました。 

 

（５）新春賀詞交歓会 

新春賀詞交歓会を、以下の通り開催しました。 

日 時：平成 30 年 1 月 19 日（金） 17:00～19:00 

場 所：アルカディア市ヶ谷「霧島」 

参加者：会員３１社･５５名 

佐藤会長からの新年挨拶に続いて、ご来賓の東京都環境局 松永環境改善部長、

東京都計量検定所 下村検査課長よりそれぞれご挨拶を頂戴しました。その後、 

(一社)日本環境測定分析協会 松村会長による乾杯で新春賀詞交歓会の開会となり

ました。途中、新会員、賛助会員、協賛企業のご紹介を挟み、恒例のビンゴ大会と

なりました。沢山の賞品を無事に皆さんに渡し終えたところで、斉藤理事による「三

本締め」によりお開きとなりました。 

 

（６）東環協ニュース 

東環協ニュースを３回発行しました。 

第 165 号：平成 29 年 7 月 31 日 

第 166 号：平成 29 年 12 月 26 日 

第 167 号：平成 30 年 3 月 15 日 

 

（７）会員名簿 

平成 29 年 8 月に会員名簿を発行、会員及び都内自治体に配布しました。 

 

（８）東環協メール情報サービス 

電子メールによる情報提供を１３件（№２７５～№２８７）実施しました。 

 

（９）研修見学会 

本年度の研修見学会は、昨年同様、首都圏環境計量協議会連絡会の研修見学会と

して、東京、神奈川、千葉、埼玉の首都圏４県単が合同で開催しました。 

開催日：平成 29 年 10 月 5 日（木） 

場 所：「船の科学館／日本未来科学館」、「新東京丸乗船 東京港湾クルーズ」 

参加者：３４名（うち、東環協会員１３社･２６名） 

「船の科学館」では、海運の歴史から海に関する科学的、地形的、生物学的な見

知までテーマごとに解りやすく展示されており、とても勉強になりました。また、

初代南極観測船「宗谷」では 1956 年から 1962 年まで 6 次にわたる南極観測に活躍

した頼もしい姿を見ることができました。続いて、隣接する「日本未来科学館」を

見学し、最新の科学技術や科学技術者の成果を知ることができました。 
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昼食を挟み、午後は視察船「新東京丸」での湾内クルーズ。このクルーズは東京

都港湾局が運行しているもので、単なる観光ではなく、東京港の目的や意義、使わ

れ方などの詳しい説明を受けながらの１時間半のプログラムとなっており、とても

貴重な経験となりました。 

そして、研修会の最後は皆様お楽しみの屋内研修。銀座の老舗ビアホール   

＜ライオン＞にて美味しいビールを酌み交わしつつ、今日の研修の成果やこれから

の環境業界のことなどを語り合いました。 

 

（10）首都圏環協連関連 

各県単の活動状況を報告し合い、当業界を取り巻く諸問題について意見交換を行

いました。 

① 首都圏環協連委員会：３回開催 

（平成 29 年 6 月 15 日、9月 13 日、12 月 13 日） 

② 平成 29 年度 環境計量証明事業者団体合同研修会 

平成 30 年 2 月 9日（於 東京国際フォーラム） 

第 1 部 「各県単の活動と適正価格関連の取り組み状況について」 

・各県単の活動と成果について発表 

・日環協の活動について 日環協：松村会長 

第 2 部 「災害防止協定等の取り組み状況について」 

・神環協、埼環協 合同事例発表 野口理事（埼環協） 

・愛環協 事例発表 大野副会長 

・福環協 事例発表 山本会長 

第 3 部 「意見交換会」 

 

（11）技術交流関係 

今年度も、大阪環境測定分析事業者協会が主催する「環境測定技術事例発表会」

に参加し、当協議会より１題を発表、技術交流を深めました。 

開催日：平成 29 年 10 月 20 日（金） 

（テーマ）水道水検査における陰イオンと臭素酸の同時測定について 

（発表者）株式会社総合環境分析  原元 綾香 

 

（12）東京都計量検定所関連 

今年度も「都民計量のひろば」の「環境と計量コーナー」を担当、ブース展示を

行いました。 

メインテーマ：くらしと計量（サブテーマ：消費者の信頼をささえる確かな計量！） 

開催日：平成 29 年 11 月 1 日（水） 

場 所：新宿駅西口イベントコーナー 

主 催：都民計量のひろば実行委員会 

（構成団体：東京都計量検定所、東京都環境計量協議会、(一社)東京都計量協会等 18 団体） 

当協議会が担当した「環境と計量コーナー」では、今年も恒例の環境クイズを実

施しました。クイズに参加された方は 411 名、クイズ終了後全員に(株)ヤクルト本

社様よりご提供いただいたエコ商品（オープナー、定規等）をお渡ししました。ま

た、今年は新たな企画として、いであ(株)様よりバイオウェザーサービスのパネル

展示とパンフレットの配布を行いました。 

 

－ 10－



13 
 

（13）親睦ゴルフ大会 

① 平成 29 年度 第１回親睦ゴルフ大会（通算第 34 回） 

開催日：平成 29 年 7 月 7日（金） 

場 所：阿見ゴルフクラブ 

参加者：１２名 

② 平成 29 年度 第２回親睦ゴルフ大会（通算第 35 回） * 首都圏合同開催 

開催日：平成 29 年 10 月 27 日（金） 

場 所：キングフィールズゴルフクラブ 

参加者：２４名（うち東環協会員９名） 

 

（14）ホームページ 

ホームページでは、各種行事のご案内や東環協ニュースを掲載しています。また、

環境省、経済産業省を始め、関係省庁等の情報を取りまとめ、毎月１回の更新を実

施しました。 

以 上 
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[第２号議案]
 
 
 
     本議案については、当協議会のネット規定上、公開しないこととします 
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[第３号議案] 

 

 平成３０年度 事業計画（案） 

１．会議の開催 
（１）総 会   平成３０年５月８日(火) 

（２）理事会   ６回程度（予定） 
 
２．事業活動 
（１）技術関係 

① 新任者教育セミナー          ６月６日 
② 研修見学会         10 月（予定） 
③ 環境測定技術事例発表会      11 月（予定） 
④ 技術研修会             平成 31 年１月（予定） 

 
（２）業務関係 

① 会員名簿の発行           ７月（予定） 
② 新春賀詞交歓会        平成 31 年１月（予定） 
③ 首都圏その他の連絡会議への参加           随 時 
④ その他（各種親睦会等）  

 ・ゴルフ大会              ６月、９月の２回（予定） 
 ・その他  
 
（３）広報関係 

① ニュースの発行                     年３回（予定） 
② ホームページの更新                 原則、月１回 
③ 都民計量のひろば行事             11 月１日（予定） 
④ 各種資料の配付、メールサービス            随 時 

 
（４）官公庁その他に対する協力 

① 東京都計量検定所が行う講習会への協力 
② 東京都環境局が行う講習会への協力 
③ (一社)日本環境測定分析協会が行う行事への協力 
④ その他 

 
以 上 
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[第４号議案] 
 
 
 
     
     本議案については、当協議会のネット規定上、公開しないこととします
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[第５号議案] 

役員承認の件（案） 
 

東京都環境計量協議会役員立候補者名簿 
任期:平成３０年５月総会後～平成３２年５月総会まで 

 
  立候補者 会 社 名  

1 五十嵐 鋼 (株)東京環境測定センター  

2 石山 直樹 シグマジオテック(株) 会長推薦 

3 池田 達也 (株)日本分析  

4 池田 善郎 いであ(株) 会長推薦 

5 川東 光三 (株)トーニチコンサルタント  

6 佐藤  隆 (株)分析センター  

7 斉藤  徹 (株)環境管理センター  

8 志知 尚彦 帝人エコ・サイエンス(株)  

9 田口 和男 (株)オオスミ  

10 竹田 良平 ヒロエンジニアリング(株)  

11 中村  勉 (株)環境技術研究所  

※50 音順、敬称略      
     

 
目標定員：理事１２名、監事２名 

 
東環協選挙管理委員会 
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東京都環境計量協議会 第４１回通常総会 出席者名簿 
来賓   （一社）日本環境測定分析協会  会    長                松村  徹   様 

〃        関東支部長             津上 昌平  様       
   

№ 会    社    名 出  席  者  名 備 考 

1 いであ（株）    

2 （株）エオネックス     新会員 

3 （株）オオスミ     

4 （株）化学分析コンサルタント     

5 （株）環境管理センター     

6 （株）環境技術研究所     

7 （株）環境総合テクノス     

8 （株）産業分析センター     

9 （株）サンコー環境調査センター     

10 シグマジオテック(株)     

11 （株）島津テクノリサーチ     

12 新日本環境調査（株）     

13 (株)総合環境分析 東京技術センター     

14 ダイヤアクアソリューションズ（株）     

15 帝人エコ・サイエンス（株）     

16 (一財)東海技術センター     

17 （株）東京環境測定センター     

18 （株）トーニチコンサルタント     

19 （株）日新環境調査センター     

20 （株）日本シーシーエル     

21 （株）日本総合科学    

22 （株）日本分析      

23 ヒロエンジニアリング（株）     

24 （株）分析センター    

25 環境工学研究所    賛助 

26 東ソー（株）    賛助 

27 日本インスツルメンツ(株)    賛助 

28 ネオ環境システム(株)    新賛助会員 

29 ラボテック（株）    賛助 

正会員  24 社  27 名 
賛助会員   5 社   5 名 

計  29 社  32 名 
委任状 

・(株)伊藤公害調査研究所 ･エヌエス環境(株) ･(株)環境技研 ･(株)環境技術センター・(株)環境

総合リサーチ･(株)協進エンジニアリング・共和化工(株) ･クボタ化水(株) ･(株)クレアテラ ･
(一財)小林理学研究所・三葉化工(株)・(株)ジェイペック・(株)総合水研究所・中央建鉄(株)･(株)
長大 東京支社・内外化学製品(株)・日本板硝子環境アメニティ(株) ・日本エコテック(株) ･日
本滌化化学(株)･(一財)日本食品分析センター・(株)日本線路技術 ･日本物理探鑛(株)･芙蓉化学

工業(株) ･ムラタ計測器サービス(株) ･(株)ヤクルト本社  中央研究所 附属分析センター ･

八千代エンジニヤリング（株） 
26 社
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総会終了後の 17 時 30 分から、恒例の懇親会が同じくアルカディア

市ヶ谷 4階「飛鳥（西）」にて、会員企業 30 社 49 名、来賓 3名の方々

にご出席いただき、盛大に開催されました。来賓には東京都生活文化

局 計量検定所検査課長 下村欣吾様、（一社）日本環境測定分析協会 

会長 松村徹様、同 関東支部長 津上昌平様をお迎えしました。 

笹嶋委員の司会により、冒頭に佐藤会長の挨拶、次いで東京都計量検定所 下村検査課長、  

日環協 松村会長からご祝辞をいただきました。日環協 津上関東支部長による乾杯のご発声に 

より懇親会が始まり、それぞれ歓談しながら楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

途中、新しく役員に就任された石山理事、池田監事からの就任挨拶がありました。また、長き

にわたり役員を務めてこられた鈴木氏からは、退任の挨拶がありました。その他、賛助会員の  

皆様からの挨拶も行われました。 

宴たけなわの中、川東理事の音頭による中締めで、懇親会はお開きとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 41 回通常総会後の懇親会報告 

＜佐藤会長挨拶＞ 
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ご来賓の皆様の祝辞 

 

東京都生活文化局 計量検定所 検査課長 下村 欣吾 様 

只今ご紹介いただきました、東京都生活文化局 計量検定所検査課長

をしております下村と申します。どうぞ宜しくお願いいたします。 

本日は、東京都環境計量協議会 第 41 回通常総会が斯くも盛大に 

行われましたことをお慶び申し上げます。またこの場にお招きいただ

きましたこと、厚く御礼申し上げます。 

現在、都内の環境計量証明事業者様におかれましては、年間 8万件前後、計量法に基づく環境

計量証明が行われております。それらの結果一つひとつが、都をはじめとする地域の良好な環境

の創出、生活者の皆様の安全安心の確保に役立てられていると思っております。証明書の発行に

あたっては高度な知識や技術が必要なことはもちろんですが、公の証明書を発行するという重大

な社会的責任も負うこととなります。こうした中、東京都環境計量協議会様におかれましては、

技術研修会や事例発表会など様々な取り組みにより、環境計量に関する知識、技術の維持向上に

ご尽力され、環境計量証明事業の社会的な信頼性向上に大きく貢献されているものと存じます。

一方、私共計量検定所検査課では、環境計量証明事業者様への立入検査を実施することで、事業

登録の基準が守られているか、適正に事業が運営されているか等を検査し、不適正がある場合に

は改善指導を行い事業の適正化に努めております。このようにお互い立場は異なりますが、環境

計量証明事業の社会的信頼性を更に高めていこうという方向では一致いたしているものと認識

しております。協議会の皆様とは、これからも一定の緊張感を保ちつつ、良好な関係を築いてい

きたいと考えております。 

また、11 月 1 日の計量記念日に新宿駅西口広場で行っております都民計量のひろばにおきまし

て、協議会の皆様方には環境と計量のコーナーへの出展、運営にご協力いただいております。  

こうした普及啓発活動を通じて、環境計量に関する社会的認知度を高めていくことは、環境計量

証明事業の健全な発展にとって非常に大切なことであると認識しております。このように私共の

業務につきましても、日頃より深いご理解と多大なるご支援をいただいておりますこと、この場

をお借りして厚く御礼を申し上げます。今後とも計量検定所の業務につきましてご支援ください 

ますようお願い申し上げます。 

最後になりますが、東京都環境計量協議会の皆様方の益々のご発展、本日ご参会の皆様方の

ご健勝とご活躍を祈念いたしまして、甚だ簡単ではございますが私の挨拶とさせていただきます。 

本日は、有難うございました。 
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（一社）日本環境測定分析協会 会長 松村 徹 様 

 

皆様こんばんは、日環協の松村でございます。 

本日は、東京都環境計量協議会の第 41 回総会が無事終わられました

こと、おめでとうございます。東環協の皆様には、日頃より日環協の

活動にご尽力いただいており、この場をお借りして御礼申し上げます。 

本日は、日環協の最近の活動を一つご紹介させていただきます。今

までにもあちこちで何回か話をしているので、すでにお聞きになっている方も居られると思いま

すが、大切な話ですので繰り返しご紹介させていただきます。 

3 月 23 日に環境省の水･大気環境局長の所に、我々の業界を代表して日環協から要望書を提出

させていただきました。正しい仕事をするところに仕事が来るような仕組みを作ってほしいとい

うものです。 

大きくは 5項目の要望を掲げております。詳しくは、日環協のホームページに載せてあります

のでまだご覧になっておられない方はそちらでご確認ください。 

簡単に説明しますと、1 番目は、技能試験に参加しているかどうかを入札要件で見てほしいと

いうものです。日環協も技能試験を幾つも行っておりますので、もし余り参加しておられない方

がおりましたら、ぜひ参加するようお願いします。2 番目は、環境測定分析士、こちらの評価を

入札要件に入れてほしい。3 番目は、これらの分析技術を評価するような入札制度をしっかり作

ってもらいたい。4番目は、委託した期間中に業務が正しく行われているかの確認･調査を立ち入

りも含め実施してほしい。5番目は、平成 22 年に出されている「環境測定分析を外部に委託する

場合における精度管理に関するマニュアル」が古くなってきているので、見直しを行い各自治体

に周知徹底してください、ということです。 

これらの 5 項目ですけれども、環境省自体はすでにかなりのことは行っております。我々の  

目的としては、もう一回全国自治体などにこういった情報を環境省から発信してほしいという 

ことです。 

環境省からこの文書は配布しても良いという許可を貰っておりますので、皆様、日環協のホー

ムページからダウンロードしてご活用ください。これにより、値段ではなく正しい測定が行われ

るところが選定されるようになって行けば良いと考えております。 

以上、3 年越しの課題が少し進んだことを紹介させていただきました。今後、これを皆さんと

一緒に進めて行ければと思っております。 

本日は、お招きいただき誠に有難うございました。 
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     ＜津上支部長の乾杯＞            ＜司会する笹嶋委員＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜懇親会風景＞ 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

＜懇親会風景＞               ＜中締め 川東理事＞ 
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東京都環境計量協議会第４１回通常総会懇親会 出席者名簿

来賓  東京都計量検定所 検査課長 下村 欣吾 様

（一社）日本環境測定分析協会  会 長 松村 徹  様

〃 関東支部長 津上 昌平 様 

№ 
会 社   名 出  席  者  名 備考 

3 いであ（株）  

5 （株）エオネックス   新会員

6 （株）オオスミ  

7 （株）化学分析コンサルタント 

10 （株）環境管理センター  

11 （株）環境技術研究所  

12 （株）環境総合テクノス  

13 （株）産業分析センター  

14 （株）サンコー環境調査センター  

15 シグマジオテック(株) 

17 （株）島津テクノリサーチ  

18 新日本環境調査（株）  

20 (株)総合環境分析 東京技術センター  

21 帝人エコ・サイエンス（株）  

22 (一財)東海技術センター  

25 （株）東京環境測定センター  

26 （株）トーニチコンサルタント  

28 （株）日新環境調査センター  

29 （株）日本シーシーエル  

30 （株）日本総合科学  

31 （株）日本分析   

33 ヒロエンジニアリング（株） 

37 （株）分析センター 

 

 

38 環境工学研究所  賛助 

39 東ソー（株）                             賛助 

41 日本インスツルメンツ(株)                                    賛助 

42 ネオ環境システム(株) 新賛助会員 

44 ビーエルテック（株）                                    賛助 

45 松田産業（株）  賛助 

46 ラボテック（株） 賛助 

来  賓         3 名 
正会員 23 社 37 名 

賛助会員  7 社  9 名 
  計  30 社  49 名 
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当協議会では今年度も「環境計量測定データの信頼性の向上」を目的として各種技術講習会

等を企画してまいりますが、その一環として昨年に引き続き日環協関東支部との共催で、新任

者や若手分析技術者を対象とした『新任者教育セミナー』を開催いたしました。11 回目の開催

となる今年度も一都三県の合同開催となり、ほぼ満席の８６名（東環協：２７名、千環協：   

１４名、埼環協：１５名、神環協：３０名）と多くの方にご参加いただきました。 

 

 日 時 ： 平成 30 年 6 月 6 日（水） 10：00～17：30 

 場 所 ： (一社)日本環境測定分析協会 ２階研修室 

 

講義１「労働安全衛生について」 （10：45～12：00） 

 講 師 ： 中央災害防止協会 東京安全衛生教育センター 

                     大山 喜彦 氏 

 

     〔講義目次〕 

 1.労働災害発生状況 

 2.労働安全衛生法とは 

 3.事業場の安全衛生管理体制 

 4.災害発生の仕組みと災害原因 

 5.ハインリッヒの 1:29:300 の法則 

 6.労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）と

リスクアセスメント 

7.化学物質管理のリスクアセスメント 

8.危険予知訓練と指差呼称 

〔講義概要〕 

労働災害の発生件数は年々減少しているが、重大事故はやや増加の傾向にある。労働安全

衛生法は、職場での事故、健康被害を予防するためにある。労働災害の発生の仕組み、原因

を調査し、人のミス、装置等の故障が起きても災害にならない安全管理を構築する必要があ

る。また、ヒヤリ･ハット運動やＫＹＴ（危険予知訓練）による事故･災害防止の方法につい

ての説明があった。 

近年では平成 18 年、26 年に法改正が有り、メンタルヘルス対策としてのストレスチェック

や化学物質に対するリスクアセスメントの義務化が定められた。併せて、労働安全衛生マネ

ジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）導入の背景、必要性が説明された。さらに、化学物質管理

のリスクアセスメントの実施方法、作業リスクの考え方について説明があった。 

 

 

平成 30 年度 新任者教育セミナー報告 
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講義２「環境計量の仕事とは」 （13：00～14：30） 

 講 師 ： 小池技術士事務所   所長 小池 満 氏 

 

〔講義目次〕 

1.環境計量の関係法令 

2.計量法と事業登録制度 

3.「環境計量」の関連事項 

4.環境計量に携わる技術者として 

 

 

 

〔講義概要〕 

環境学の領域について幅広い知識と専門性を身につけ、環境計量士や技術士等の資格に挑

戦してもらいたい。また、環境測定に携わる分析技術者は、特に日頃のルーチン分析の中で

異常値に注意を払うことが大切で、幅広く原因究明に当たるべきと説明があった。次に環境

問題の歴史的背景について、公害の原点、公害の定義（典型 7公害）、公害問題から環境保全

への変遷の説明があった。 

環境関連法規は、環境基本法を中心に水、大気、土壌、騒音･振動、リサイクル等多岐にわ

たる法律で形成されている。環境計量の関連法令として、特に、環境基準、その分析方法に

ついて告示、ＪＩＳを理解することが大切で、ＪＩＳについては頻繁に改訂されるので最新

版をしっかりと確認することが必要である。 

計量法や私たちが行っている環境計量証明事業の環境測定･分析に関わる事業登録、計量証

明には国際単位系（ＳＩ）を用いることについて説明がなされた。他にＩＳＯ等の国際規格

があり社会のグローバル化と共に、取得の必要性が増している。 

環境測定に携わる分析技術者として、常に向上心や探究心を持ち「理論」と「実践」のバ

ランス良い自己研鑽を積み重ね、資格取得に挑戦してもらいたい。 

 

講義３「精度良い測定のために」 （14：45～16：15） 

 講 師 ： 村井技術士事務所   所長 村井 幸男 氏 

 

〔講義目次〕 

1.サンプリング（水質、大気、土壌、底質） 

2.環境測定に関する化学分析の基礎、機器分析法 

3.測定値の管理、データの取り扱い 
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〔講義概要〕 

新任者教育テキストを中心に、重要なポイントについて、スライドにより詳細な説明があ

った。 

環境測定においては、サンプリングが重要であり、いかに精度良い分析を行ってもサンプ

リングに誤差があっては、正しい測定結果は得られない（ポイント：「サンプリングとは」、「サ

ンプリング誤差のチェック方法」）。 

環境測定に関する化学分析の基礎については、目的に合った分析方法の選択と共に、精度

管理が重要であり、測定環境からの汚染(コンタミネーション)の防止、使用器具の正しい操

作、試薬、標準液、試験に使用する水の管理が大切である（ポイント：「環境測定に関する化

学分析の基礎」、「精度と正確さ」、「トレーサビリティとは」、「試料分解」）。  

また、機器分析法では、検出限界、ブランク値、相対測定への認識、定量方法について、

理解しておく必要がある（ポイント：「ブランク値」、「相対測定への認識」）。 

測定値の管理については、数値の丸め方、管理図等による測定値の自己管理が大切である

とともに、近年の技能試験等の統計処理ではｚスコアが用いられており、自分の測定結果の

精度を確認すると共に、外れ値となった場合には、その要因を検討しておく必要がある（ポ

イント：「測定値の自己管理」、「zスコア」）。 

また、分析誤差について説明があったが、分析値の不確かさについては時間がなく、重要

なところなので、テキストをしっかりと読んでおくようにと話された（ポイント：「精度、真

度(正確さ)、精確さ」、「分析の不確かさ」）。 

 

アンケート結果（抜粋） 

年  齢：10･20 代 76％、30 代 24％、40 代 0％、50 代以上 0％ 

性  別：男 35％、女 59％、未回答 6％ 

入社年数：1年未満 65％、1～3年 29％、3～5年 0％、5年以上 0％、未回答 0％ 

分析･測定の分野：大気、水質、底質、土壌、産業廃棄物、騒音･振動、作業環境、農薬、     

アスベスト、金属、その他 

講義内容については、３題とも「大変参考になった」「参考になった」が 82％以上でした。 
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〔名刺交換会〕 

 セミナー終了後、東環協、千環協、埼環協、神環協にそれぞれ分かれて、修了証の授与式が

行われました。授与式の後、５階の懇親会会場に移動し、名刺交換会を行いました。入社間も

ない参加者にとっては貴重な名刺交換の機会であり、活発にディスカッションを行っていまし

た。限られた時間内での講義で質問時間も限られていたため、名刺交換会では講師の方に積極

的に質問する参加者の姿も見受けられました。 
 また、今回も参加者の皆さんにはアンケートをお願いしました。講義についての感想は、講

師の方々にフィードバックするとともに、その一部は上記、記事に掲載いたしました。参加者

の方の貴重なご意見･ご要望については、今後の東環協の運営に反映させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受講風景＞                 ＜修了証授与式＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜名刺交換会風景(1)＞            ＜名刺交換会風景(2)＞ 
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平成３０年 新任者教育セミナー 参加者名簿 
                           平成３０年６月６日（水） 
                   於 （一社）日本環境測定分析協会 研修室 
講 師 

中央災害防止協会 東京安全衛生教育センター     大山 喜彦 様 
小池技術士事務所        所長       小池   満  様 
村井技術士事務所        所長        村井 幸男 様 

会 員 
№ 会     社     名 氏    名 備 考 

1 いであ（株）    

2 （株）環境管理センター   

3    〃    

4    〃   

5    〃   

6    〃   

7    〃   

8    〃   

9    〃   

10    〃   

11    〃   

12    〃   

13    〃   

14 （株）環境技術研究所   

15    〃   

16 （株）サンコー環境調査センター    

17    〃   

18    〃   

19 （株）ジェイペック   

20 シグマジオテック（株）   

21    〃   

22 （株）日本シーシーエル   

23 芙蓉化学工業（株）   

24 ヒロエンジニアリング（株）   

25 （株）分析センター    

26    〃    

27    〃    

10 社 27 名 
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平成 30 年度の総会において役員の改選があり、9 名の役員が再任され、2 名の新役員が承認

されました。新たな役員は以下のとおりです。 

・理 事 ： 石山  直樹  シグマジオテック株式会社 

・監 事 ： 池田  善郎  いであ株式会社 

 新しく役員になられました各氏に、今後の抱負を含めご挨拶をいただきました。 

 

石山  直樹 理事    ［シグマジオテック(株)］ 

5 月に開催された第 41 回通常総会において新たに理事に選任され

ましたシグマジオテック株式会社の石山直樹でございます。前職在

籍時には、東京都環境計量協議会の役員･会員さまに大変お世話に 

なっておりましたが、新たな活躍の機会を得て 4年ぶりに皆さまと

お目にかかれることを大変うれしく思っております。 

微力ながら東京都環境計量協議会の発展と役員･会員さまのお役に

たてるよう尽力させていただきたいと思いますので、変わらぬ

ご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 

池田 善郎 監事       [いであ（株）] 

この度、第 41 回通常総会にて新しく役員に選任されました、いで

あ株式会社の池田善郎でございます。今まで当社から鈴木が役員を

務めていましたが、鈴木の後任で、初めて東京都環境計量協議会の

役員を務めさせていただきます。まだ、わからないことが多く、皆

さまの迷惑にならないよう努力していくつもりです。 

微力ながら東京都環境計量協議会の運営に寄与したいと思います

ので、役員･会員皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

新役員の挨拶 
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 平成 30 年度は、下記のような役員の役割分担で事業を進めて参ります。 

  佐
藤 

竹
田 

五
十
嵐 

川
東 

田
口 

斉
藤 

志
知 

池
田(

達
） 

石
山 

中
村 

池
田
（
善
） 

役員会議事録       ◎ 〇   ○ 

ホームページ管理   ○   ○  ◎    

資料作成管理  ○ ○         

会員名簿管理  ◎          

首都圏連絡委員会 ◎ ○    ○    ○  

東環協ニュース    ◎    ○   ○ 

官庁関係挨拶等 ◎ ○ ○         

新任者教育セミナー ○ ◎       〇   

日環協関東支部セミナー ◎ ○ ○         

研修見学会     ○ ◎  ○ 〇   

大環協事例発表会 ◎  ○         

技術研修会 ○  ◎ 〇  ○ ○ ○   〇 

事例発表会 ○  ◎ 〇  ○ ○ ○   〇 

都民計量のひろば  ○   ○  ◎  〇 ○  

懇親会（ゴルフ、その他）     ◎    〇 ○  

新春懇親会 ○ ◎ ○         

総会 ○ ◎ ○         

会計監査 ○ ○ ○       ◎ 〇 

役員会招集 ○ ◎ ○         

事務局  ◎          

◎ 主担当 ○ 担当 

 

役員の役割分担 
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平成 30 年 6 月現在で、既に実施または今後予定されている関係機関及び団体の動きは、以下

のとおりです。 

 

○ 首都圏環境計量協議会連絡会 

・第 1回委員会 6 月  4 日  (株)分析センター 

・第 2回委員会 8 月 23 日  未定 

 

○ (一社)神奈川県環境計量協議会 

・通常総会  5 月 31 日  ホテル横浜ガーデン 

・親睦会 6 月  4 日  房総カントリークラブ 

・新任者教育セミナー（日環協共催） 6 月  6 日  (一社)日本環境測定分析協会 

・親睦地曳き網大会 7 月 22 日  堀川網（鵠沼海岸） 

 

○ (一社)埼玉県環境計量協議会 
・第 42 回通常総会 5 月 25 日  大宮サンパレス 

・新任者教育セミナー（日環協共催） 6 月  6 日  (一社)日本環境測定分析協会 

 

○ 千葉県環境計量協会 

・通常総会 4 月 20 日  プラザ菜の花 

・新任者教育セミナー（日環協共催） 6 月  6 日  (一社)日本環境測定分析協会 

・ソフトボール大会 7 月  7 日  稲毛海浜公園 

・研修見学会 10 月 17 日  ライオン工場見学他 

 

○ (一社)日本環境測定分析協会 

・通常社員総会 5 月 22 日  タワーホール船堀 

・第 30 回 関東支部･環境セミナー ㏌ 新潟 

7 月 19～ 20 日  ANA クラウンプラザホテル新潟 

・第 26 回 環境セミナー全国大会 in Sendai 

10 月 11～ 12 日  ホテルメトロポリタン仙台 

・第 21 回 経営者セミナー in 金沢 

11月  8～  9日  金沢東急ホテル･金沢商工会議所会館 

 

関係機関・団体の動き 
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○ 平成 30 年度 第 1回 親睦ゴルフ大会報告（通算 36 回） 

去る 6月 22 日（金）に茨城県かすみがうら市のセゴビアゴルフクラブ イン チヨダにて親

睦ゴルフ大会を開催いたしました。梅雨の真っただ中でしたので天候が心配でしたが予想に

反し、晴天に恵まれ絶好のゴルフ日和となりました。 

今回は OB を含めた 15 名にご参加をいただきました。このコースはスペインをイメージし

た設計になっており、バブルの時代にできたコースなのかクラブハウスも豪華でレストラン

からはコースが一望できる設計になっていました。どのようなコースなのかワクワクしなが

らのスタートとなりました。コース自体はフラットでレイアウトも面白く記憶に残るホール

が多くありました。後半の数ホールは池、クリーク、バンカー、ラフが巧みに絡み苦労され

た方も多く見受けられました。 

表彰式を兼ねたパーティーでは、順位賞やドラコン・ニアピン賞が発表される度に歓声が

上がっていました。最後に、優勝者のスピーチで締め括りました。久しぶりにお会いする OB

の方との会話も弾み大いに親睦を深められたと思います。 

秋は首都圏合同での開催になります。開催日は 10 月 26 日、千葉県の某所（未定）にて行

う予定です。次回も多くの方の御参加をお待ちしております。 

以上 

○ 平成 30 年度これからの主要行事予定 

・研修見学会       10 月 

・技術研修会     平成 31 年 1 月 24 日(木) 予定 

・都民計量のひろば              11 月  1 日(木) 

・平成 30 年度第 2回（通算第 37 回）親睦ゴルフ大会             10 月 26 日(金) 

・環境測定技術事例発表会      11 月 20 日(火) 予定 

・賀詞交歓会     平成 31 年 1 月 24 日(木) 予定 

○ 事務局からのお知らせ 

  ・会員の動き(第 167 号(3 月 15 日発行)以降の会員動向を掲載) 

    入会された会員 

① 会員区分：正会員 

会  員  名：（株）エオネックス 東京支店 

代  表  者：代表取締役  市山 勉 

連絡担当者：支店長 坂田 信和 

TEL:03-6808-4426 , FAX:03-6808-4427 

② 会員区分：賛助会員 

会  員  名：（株）リガク 東京支店  

代  表  者：代表取締役  志村 晶 

連絡担当者：東京１課 課長 増山 勝美 

TEL:03-3479-6011 , FAX:03-3479-6171 

東環協からのお知らせ 

－ 32－
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③ 会員区分：賛助会員 

会  員  名：ネオ環協システム（株） 

代  表  者：代表取締役 末武 尚之 

連絡担当者：代表取締役 末武 尚之 

TEL:03-6902-9594 , FAX:03-6902-9694 

 

現在の会員数（平成30年 6月現在） 

     正 会 員  65社 

     賛助会員  20社  合 計  85社 

 

 

○ 編集後記 

役員一同の協力により、平成 30 年度最初の「東環協ニュース」第 168 号が無事に完

成しましたので皆様にお届けいたします。今回は、第 41 回通常総会と懇親会、新任者

教育セミナーを中心に編集しました。 

今後も会員の皆様のご協力を得ながらより良いものにしたいと思います。「東環協

ニュース」に関するご意見、ご感想等がございましたら、事務局、役員まで気軽にご

連絡ください。宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

【 東環協ニュース（第167号）に関するお詫びと訂正 】 

前号、東環協ニュース（第167号）の一部に誤りがございました。謹んでお詫び

申し上げますとともに、つぎのとおり訂正いたします。 

・表紙 「新年のご挨拶」 上から３行目 

誤：『東京都生活環境局計量検定所』 

正：『東京都生活文化局計量検定所』 

・Ｐ９ 「新年挨拶」のコーナー 右上 

誤：『東京都生活環境局計量検定所』 

正：『東京都生活文化局計量検定所』 

－ 33－
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人と技術と環境の調和 
Harmony among People, Technology, and Environment 

本 社 
東京事務所 

 

大阪府大阪市北区中崎西２丁目４番１２号 梅田センタービル２８階       ： － － （代）
東京都千代田区内幸町１丁目２番１号 日土地内幸町ビル９階      ： － － （代）  
ホームページ  

高圧ガス工業グループ 
安 全 

アセチレンガスのトップ
メーカーとして無事故の
実績を水平展開する事に
よりガスの安全を追及 

事業継続計画（BCP)による
高圧ガス工業グループの
ガス充填工場５ヶ所
（首都圏）より安定した

ガス供給体制 

安 心 サービス 
高圧ガス工業グループ
３３カ所（首都圏）体制に

よるフットワーク 

技術 

キ ャ リ ア ガ ス 

非接触型LSIカード 

容器管理システム 設計・製作・工事 

瞬 間 接 着 剤 

衝撃吸収シー ト 

特 殊 塗 料 ネットワークであらゆる
ニーズにお応えします 



DIK-2610

    無粉塵型自動粉砕篩分け装置

• 環境分析の土壌粉砕・篩分けに最適
• 土壌前処理時間の大幅な短縮を実現
• 多試料の土壌粉砕と篩分けが短時間で可能
• 粉塵がでないため、放射能汚染土壌の粉砕や篩分けも安心
• 土壌の粉砕と直径 2mm 以下の篩分け工程が 1 台の装置で可能

Web検索  無粉塵型 検 索

　　土と水を守る  大起理化工業株式会社  http://www.daiki.co.jp   
本社・工場 〒365-0001 埼玉県鴻巣市赤城台212-8     TEL 048-568-2500    FAX 048-568-2505
西日本営業所 〒520-0801 滋賀県大津市におの浜2-1-21     TEL 077-510-8550    FAX 077-510-8555

無粉塵

篩分け

粉　砕

短時間

多試料 Webで
動画公開中！！

特許第 5055524 号







写真整理や帳票作成の⼿間を軽減します！写真整理や帳票作成の⼿間を軽減します！

簡単帳票作成！簡単帳票作成！ データ共有！データ共有！

写真整理！写真整理！

■製品のお問い合わせ
〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-20-18 三富ビル新館5F
TEL ： 03-3443-5081（ピクタム担当）
MAIL ： pictum@nippon-control-system.co.jp

日本コントロールシステム株式会社
http://www.nippon-control-system.co.jp/

ボーリングバー
削孔状況

検尺

施工後

製品の特⻑

地歴調査の現地踏査写真整理業務、⼯数８０％削減！
⼟壌汚染状況調査の写真整理業務、⼯数５０％削減！
現場管理者が調査進捗状況をリアルタイムに確認可能！
作業員が試料採取済み箇所を瞬時に把握！

検索pictum

土壌調査支援システム pictum土壌調査版土壌調査支援システム pictum土壌調査版
帝人エコ・サイエンス株式会社監修

タブレットを現場で活用すると…？？？



SYNCA

1
2 24
3
4
5
6
7 JISK0102 1 20
8 CFA)

http://www.bl-tec.co.jp
550-0002 1-25-7 F

TEL 06-6445-2332 FAX 06-6445-2437
103-0011 14-15 4F

TEL:03-5847-0252 FAX 03-5847-0255
811-3311 1 16 10 101

TEL:0940-52-7770 FAX

2013 9 20
JISK0170

JISK0102

2014 3 20

JIK0102 JIK0102

28.1.3 43.1.3
43.2.6

30.1.4 45.6

34.4 46.1.4
46.3.4

38.5 65.2.6

42.6

SYNCA SYNCA

DEENA

1
2
3
4 DEENA60

50ml 60
DEENA

50ml 30



 
 
 

M I K A M I Co., Ltd. 

「お客様の必要とするお品物を必要な時間までに 」 

私達株式会社ミカミは、化学薬品を基盤に、研究開発用高純度試薬、理化学

機器等の販売を通じ、新製品開発分野、衛生管理分野、バイオ、ＩＴ、環境関

連の新エネルギー分野で活躍されている幅広いお客様に多くのことを教えて頂

きながら、お客様と共に、更なる 21 世紀の発展の一助になれるよう努力いたし

ます。将来、業界の発展のために、“日々勉強”の気持ちを忘れず、お客様のお

役にたてますよう、これからも弛まぬ努力を惜しまず、社員一同精進して参り

ます。 

営 業 内 容 

試薬・医薬品・動物薬品・理化学機器・修理・中古機器 

 

株 式 会 社 ミ カ ミ

〒 東京都墨田区東向島５－４－１２

： ：

：

：

 






